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 アフリカツメガエルは偽 4倍体動物のため、多くの場合各遺伝子に aと bの２種類の遺伝子
配列が存在する。RT-PCR解析により、Xalas2aは一次造血が起きる初期神経胚で発現し、その
後発生とともに徐々に上昇するが、一方、Xalas2bは発現開始が遅く、二次造血後の幼生で発
































つである Xalas2を同定した。さらに、Xalas2が実際に赤芽球分化を制御する Sclや hba3の発
現を特異的に制御することを明らかにした。本研究では、一次造血における赤芽球分化の新規
制御因子を見出すことで、発生期の赤芽球分化の新たな制御機構の存在を示唆したものであり、
発生期の造血システムを理解する上で重要な知見になると評価された。 
平成２８年２月２日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
